
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本ルーテル教団埼玉分区教会 

 

浦和ルーテル教会 〒330-0051 さいたま市浦和区駒場 1-28-12 

大宮シオンルーテル教会 〒331-0814 さいたま市北区東大成町 1-229 

館林聖ルカルーテル教会 〒374-0066 館林市大街道 1-9-5 

飯能ルーテル教会 〒357-0033 飯能市八番町 20-9 

 

2023宗教改革主日 

埼玉分区合同礼拝 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年 10月 29日（日）午前 11時 

主催  日本ルーテル教団 埼玉分区 

場所  大宮シオンルーテル教会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 

埼玉分区・宗教改革主日合同礼拝式次第 

【開会の部】 

前奏                 

初めの歌〔起立〕        184「きよき石よ」             式次第５ページ 

み名による祝福～ 赦しの祈願祝福                  式文１ページ 

詩編交読          詩編 46:2～8 

【司】
）

神
かみ

はわたしたちの避
さ

けどころ、わたしたちの力
ちから

、 

【会】苦
く

難
なん

のときの変
か

わらぬ助
たす

け。 

【司】わたしたちは決
けっ

して恐
おそ

れない。 

  【会】地
ち

が姿
すがた

を変
か

え、山
やま

々
やま

が揺
ゆ

らいで海
うみ

の中
なか

に移
うつ

るとも。 

【司】海
うみ

の水
みず

が騒
さわ

ぎ、沸
わ

き返
かえ

り、 

  【会】その高
たか

ぶるさまに山
やま

々
やま

が震
ふる

えても。 

【司】大
たい

河
が

とその流
なが

れは、神
かみ

の都
みやこ

に喜
よろこ

びを与
あた

える。 

  【会】いと高
たか

き神
かみ

のいます聖
せい

所
じょ

に。 

【司】神
かみ

はその中
なか

にいて、その都
みやこ

は揺
ゆ

るがない。 

  【会】夜
よ

明
あ

けとともに、神
かみ

は助
たす

けてくださる。 

【司】すべての民
たみ

は騒
さわ

ぎ、国
くに

々
ぐに

は揺
ゆ

らぐ。 

  【会】神
かみ

が御
み

声
こえ

を出
だ

されると、地
ち

は溶
と

け去
さ

る。 

【司】万
ばん

軍
ぐん

の主
しゅ

はわたしたちと共
とも

にいます。 

  【会】ヤコブの神
かみ

はわたしたちの力
ちから

。アーメン 

グロリア・パトリ                       式文２ページ 

キリエ                                                      式文２ページ 

グロリア イン エクセルシス                                  式文３ページ 

 

【み言葉の部】 

祝福の挨拶～ 主日の祈り                                     式文４ページ 

 

① 



主日の祈り 

恵
めぐ

み深
ふか

い天
てん

の父
ちち

である神
かみ

様
さま

。御
み

子
こ

イエス・キリストによって、聖
せい

なる公
こう

同
どう

の教
きょう

会
かい

を真
しん

理
り

と

平
へい

和
わ

で満
み

たしてください。御
み

子
こ

により、腐
ふ

敗
はい

をきよめ、過
あやま

ちを改
あらた

め、正
ただ

しいところを強
つよ

め、

必
ひつ

要
よう

を満
み

たし、分
わ

かたれたふたつをひとつに戻
もど

してください。あなたと聖
せい

霊
れい

とともにた

だ独
ひと

りの神
かみ

、永
えい

遠
えん

の支
し

配
はい

者
しゃ

、御
み

子
こ

、主
しゅ

イエス・キリストによって祈
いの

ります。アーメン 

 

聖書朗読〔着席〕 

第 1 朗読  エレミヤ 31:31～34 (旧 1237) 

31 見よ、わたしがイスラエルの家、ユダの家と新しい契約を結ぶ日が来る、と主は言

われる。 32この契約は、かつてわたしが彼らの先祖の手を取ってエジプトの地から導

き出したときに結んだものではない。わたしが彼らの主人であったにもかかわらず、彼

らはこの契約を破った、と主は言われる。 33 しかし、来るべき日に、わたしがイスラ

エルの家と結ぶ契約はこれである、と主は言われる。すなわち、わたしの律法を彼らの

胸の中に授け、彼らの心にそれを記す。わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民と

なる。 34 そのとき、人々は隣人どうし、兄弟どうし、「主を知れ」と言って教えるこ

とはない。彼らはすべて、小さい者も大きい者もわたしを知るからである、と主は言わ

れる。わたしは彼らの悪を赦し、再び彼らの罪に心を留めることはない。 

 

第 2朗読 ローマ 3:19～28 (新 277) 

19 さて、わたしたちが知っているように、すべて律法の言うところは、律法の下

にいる人々に向けられています。それは、すべての人の口がふさがれて、全世界が

神の裁きに服するようになるためなのです。 20なぜなら、律法を実行することに

よっては、だれ一人神の前で義とされないからです。律法によっては、罪の自覚し

か生じないのです。21 ところが今や、律法とは関係なく、しかも律法と預言者に

よって立証されて、神の義が示されました。 22すなわち、イエス・キリストを信

じることにより、信じる者すべてに与えられる神の義です。そこには何の差別もあ

りません。 23 人は皆、罪を犯して神の栄光を受けられなくなっていますが、 24

ただキリスト・イエスによる贖いの業を通して、神の恵みにより無償で義とされる

のです。 25神はこのキリストを立て、その血によって信じる者のために罪を償う

供え物となさいました。それは、今まで人が犯した罪を見逃して、神の義をお示し

になるためです。 26このように神は忍耐してこられたが、今この時に義を示され

たのは、御自分が正しい方であることを明らかにし、イエスを信じる者を義となさ

るためです。27 では、人の誇りはどこにあるのか。それは取り除かれました。ど

んな法則によってか。行いの法則によるのか。そうではない。信仰の法則によって

です。 28なぜなら、わたしたちは、人が義とされるのは律法の行いによるのでは

なく、信仰によると考えるからです。 
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⑥ 

ハレルヤ唱［起立］ 

 

福音書 ヨハネ 8:31～36 (新 182) 

31イエスは、御自分を信じたユダヤ人たちに言われた。「わたしの言葉にとどまる

ならば、あなたたちは本当にわたしの弟子である。 32 あなたたちは真理を知り、

真理はあなたたちを自由にする。」 33すると、彼らは言った。「わたしたちはアブ

ラハムの子孫です。今までだれかの奴隷になったことはありません。『あなたたち

は自由になる』とどうして言われるのですか。」 34イエスはお答えになった。「は

っきり言っておく。罪を犯す者はだれでも罪の奴隷である。 35奴隷は家にいつま

でもいるわけにはいかないが、子はいつまでもいる。 36だから、もし子があなた

たちを自由にすれば、あなたたちは本当に自由になる。 

 

司）主のみ言葉です。 

全）主に感謝。 

 

み言葉の歌〔着席〕         394「主よおわりまで」      式次第６ページ 

 

説  教             「真理に年齢はない」                李正雨師 

 

信仰の告白                使 徒 信 条               式文５ページ 

 

【奉献の部】 

祝福の挨拶                               式文５ページ 

奉献～奉献の祈り                          式文６ページ 

 

【聖餐の部】 

聖餐の歌            260「主イエス・キリストよ」          式次第７ページ 

聖餐の序詞〔起立〕                                 式文７ページ 

その日の序詞                                                 式文７ページ 

③ 



サンクトゥス                        式文８ページ 

設定の言葉                         式文８ページ 

主の祈り                              式文９ページ 

平和の挨拶～アグヌスデイ                    式文 10ページ 

聖餐への招きと陪餐〔着席〕                 式文 10ページ 

聖餐の祝福〔起立〕～ 陪餐の感謝                式文 10ページ 

 

【派遣の部】 

祝福の挨拶～ヌンク・ディミティス               式文 11ページ 

教会の祈り                            式文 12ページ 

祝福                              式文 12ページ 

終わりの歌〔着席〕      450「ちからなる神は」       式次第８ページ 

後 奏 
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本日の奉仕者 

司式：笠原光見師  

聖餐補佐：髙橋有紀姉、目黒恵子姉 

説教：李正雨師  

子どもメッセージ：笠原光見師 

奏楽：若林直子姉 

聖書朗読：佐藤孝洋神学生 

教会の祈り：中村暁美姉 

アコライト：髙橋彩恵姉 

受付：田嶋しげ子姉、島﨑孝子姉 

アッシャー：清河素晴兄、田口多可夫兄 

撮影：李正雨師(ライブ配信)、逢坂敏秋兄(カメラ) 

総合司会(お知らせなど)：笠原光見師(埼玉分区長) 

レクリエーション：佐藤孝洋神学生 

 

午後のプログラム 

12:30～   BBQと交わり（レクリエーション） 


